

































































図 6 　頂点が一直線上に来る理由図 5 　黄金比の基本的な考え方













　②の答えは（√ 5－ 1）/ 2 　で、黄金比ρである。△ABDは鈍角黄金三角
形と言われている。
　以上より学生は、黄金三角形について理解していった。
4 ．製作活動
4.1　コンパスによる活動
　内接する正三角形を描くと、黄金比が得られる。驚いたことに、この作図法が発見されたのは1982年である 3 ）。
　方べきの定理（この式も簡単に導ける）を使って、解が黄金比になる二次方程式ができる（図11）。
　正五角形の描き方は複数ある 4 ）。正五角形には、黄金比が数多く内在している。図12の正五角形には、黄金三角形
と鈍角黄金三角形が数多く入っている。
図 9 　黄金三角形の問題
図10　正十角形と黄金三角形
図11　黄金比の作図法
図12　正五角形と黄金比
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　以上より学生は、コンパスによる活動を通して、黄金比の作図法と、正五角形と黄金比について理解していった。
4.2　折り紙による活動
　正方形を半分に折り、中点を見つける。中点と頂点を結ぶ斜線を引く（図13）。一方の頂点を斜線に重ねるように
折ると三角形ができ、底辺と高さの比が黄金比である。その証明を図13右に書いている。活動自体は単純ですぐに終
わるので、この問題（一辺 2 cmの正方形でdを求める）を学生に解かせて、ピタゴラスの定理を確認した。
4.3　テープによる活動
　紐を結ぶときと同じ結び方で、簡単に正五角形ができる（図14）。
　これもすぐにできるので、課題を「作った正五角形に装飾を加えて、独自の作品に仕上げよ」にして、楽しくなる
ような飾り付けをさせて、個性が出せる課題設定にした。
5 ．おわりに
　数式を教えることを中心とするのではなく、手を使って作図したり、コンパス、折り紙を使ったりして、ものづく
りができる活動にした。
　そのことにより、身近なところに数学が潜んでいることに気づかせることができた。「数学に活動があって新鮮だっ
た」という学生の反応が多く、数学的活動の楽しさを味わわせることができた。
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